
曜

※該当箇所に[互 コすること。

分区の体団治政

党

部

体

支

団

の

金資

党

治

政

政

政

政治資金規正法第18条 の2
第1項 の規定による政治団体

そ の 他 の 政 治 団 体

そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

活 動 区 域 の 区 分

 

口

口

口

口

麿

口

内都承

 

東

国会議員 関係政治 団体の 区分

政治資金規iE法第19条 の7第1項[]
第1号 に係る国会議員関係政治団体

政治資金規正法第19条 の7第1項D
第2号 に係る国会議員関係政治団体

さっ き

公職の候補者
の 氏 名 片山

・候)」参詰表IF九識 喚(公 職 の種 類

㈱蝋 観鱗 こ謝獅 購 欄

施
蔚

日

口
目

月

月

年

年

成

成

平

平

崇悔告対搬年の途巾で国会議撮関係政泊団体に該当した描合又は該当しなく
なった鵬合のみ記入のこと。

童
目

止
口

 

報

ハ

収

十1e6-0045

東京都港区麻布十番2-17-3
麻布プ レイス202

(その1)

支

主たる事務所の所在地

 

1

ぜいりしによるかたやまさっきこうえんかい

税理士による片山さつき後援会

資金管理 団体 の指定の有無

無口有口

(現 ・候)公 職 の種類

資金管理団体
の届出を した
者 の 氏 名

(※)資 金 管理 団体 の指 定 の期 間

施

鞭

日

日

り が な)

団 体 の 名 称

 

ふ

治

ー

政2

月

月

年

年

伸幸

 

原代 表 者 の 弐 名

 

3

冨永 英里会計責任者の氏名

 

4

成

成

平

平

27年 分

 

轍
0121410!011121912!OlOIO12!0

226,503円

団体 コー ド

前年繰越額

報告舞象年の逮中で資金管理団体の指建 ・取謂しをした娼合のみ記入のこと。

粟
事務担当者の氏・名

TEi&FAX

電話番号

憲 子

03-5443-e373

 

5

∠∫9短
ち ゲ リ け・ 簿 二揺 烈
毛k

_pt.一:一='."vve'.".'rw;.:・:,'・J';"IMIt::1:!,一;IIIi.＼

轄 鷲 沸 な 壷'ダ ∫

受 付 審 査 確 認

V

消 込 パ ンチ 照 合

㌦ ノ

唖
'

 

㌧



(その2)

○
収 支 の

o

状 況
都 団 体 用

項 目 金 額 項 目 金 額

1収 入 総 額(1)～(2)の 計
十偉 百万

ズ6 乏鋼 湯H支 出 総 額1～2の 計
十偲 百万

ガ 2 誹∠
(1)前 年からの繰越額 2 2 6ル汐/1経 常経 費の合計(1)～(4)の 計

(2)本 年の収入額1ヤ6の 計 3 6
lI

o13{ク (1)人 件 費

1個 人の負担する党費又は会費 ざ
ir

グ〃1ρ (2)光 熱 水 費

(党費又は会費を納入 した人の数) 6汰 (3)備 品 ・消耗 品 費

2寄 附(D～(2)の 計 3 〃〃〃ρ (4)事 務 所 .費

(1)寄 附の区分 ア～ ウの計 $ 0 0 o ◎ 2政 治活 動費 の合計(D～(6)の 計 2 2 2

ア 個人からの寄附

一

(1)組 織 活 動 費 2 2 コ

1(う ち特定寄附)
(2)選 挙 関 係 費

イ 法人その他の団体からの寄附 (3)機 関紙誌の発行その他の

事業費 ア～エの計ウ 政治団体からの寄附 ヨ o 〃〃o

(寄附の うち寄附のあっせんによるもの) ア 機関紙誌の発行事業費

(2)政 党匿名寄附 イ 宣伝事業費

3機 関紙誌の発行その他の事業による収入 ウ 政治資金パーティー開催事業費

① 鴇諸難 瀟藤8繹 脅 収入) エ その他の事業費

(2)(農 弊塗験 ㌶憲調総 係る収入) (4)調 査 研 究 費

1(② の うち対価の支払いのあっせん}・よるもの) (5)寄 附 ・交 付 金

4借 入 金 (6)そ の 他 の 経 費

5本 部又は支部から供与された交付金に係る収入 備 考

6そ の他 の 収入(1)～(2)の 計 3 7
(1)10万 円未満 の もの の計 3 z
(2)10万 円 以上 の もの の 計 1皿 翌年へ の繰越額(1-H) u 目

1巳 圃1

勾卿3}〃 乏



L

(その6)

0 0
'

t

(6)そ の他 の収入

摘 要 金 額 備 考
. 櫃 百万 干 円

'

㌔

,

」

.

1

1

r

㍉

」

」

'

」

こ の 頁 の 小 計
(注)1件10万 円以上の収入 は個別 に記載 し、10万 円未満 の収入

は一括 して 「1件10万 円未満 の もの」欄 に記載 して くだ さ

い。 「1件10万 円未満 の もの」 と 「合計」 は最終頁 に記載

して くだ さい。

1件10万 円未満 の もの
7 3 つ

合 計
ρ

3
;

,



0 o

(そ の7)
(1,2,3の いずれか に○をつけて くだ さい)

,
(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 1.個 人2.法 人 ・その他の団体(つ 政治団体

寄附者の氏名(又 は名称) 金 額 年 月 日 住 所(又 は所在地) 職業(又は代表者の氏名) 備 考

十億 百万 千 円 平成

こ の 頁 の 小 計
(注1)

(注2}

(注3)

に 、

(注4}

同一者からの年間5万 円超(5万1円 以上)の 寄附は個別に記載 してください。

同一者から複数回寄附を受 けた揚合は、寄附をした者(団 体等)ご とに 「名寄せ」して年月 日

順に記載 し、その者の最後に 「計」を入れてください。
「その他の寄附」と「合計」の欄は、個人、法人その他の団体又は政治団体の寄附者の区分ごと

最後の頁に記載 してください。

同一本部 ・支部(選 管等へ届出たものに限る)か らの寄附や交付金は、(そ の5)に 記載 し

てください。

そ の 他 の 寄 附 3 o ○ o o

合 計 3 o て) ○ o



(そ の15) 0' o
(3)政 治活動費 の内訳 ↓(・-9の 吋 れ力輔 をつけてくだ調 ↓(費 目ごとに適宜粉 類して記入)

項 目別 、

区分

①繊 濁 費 腿 鞭 鍛 職 関編 の発行事業飽 宣齢 類 端 灘鯵 テイー

6.そ の他 の事業費7.調 査研 究費8.寄 附 ・交付金9.そ の他 の経 費 響齢謬類纏 董
支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又 は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地) 備考

糊 研舩 閏儂魏
十億 百万

2 ゴ z 3 1円
平成

ユ7 ,。16 榴離 剛鰍 務総禽研鰍 鰭 暁 旺酬 灘'界3-2・2
1

冒

1
一

'

lI

L

」

こ の 頁 の 小 計 2 2 2 ヲ 「
(注1)5万 円以上の支出はすべて個別に記載 し、5万 円未満の支出は
一 記載 してください

。
(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超(1万1円 以上)の 支出はすべて個別に記載 し、

以下の支出は 「その他の支出」に一括 して記載 してください。
(注3)Tそ の他の支出」と「合計」の欄は、右上の項 目別区分の(

載 してください。
(注4)費 目ごとに適宜、小分類 し、それぞれ別葉 としてください。

iその他の支出」に一括して

そ の 他 の 支 出
1万 円

)の 中の項目ごとに、最後の頁に記

合 計 2 2 ユ 3 1



(その17)

1資 産等 の総括表

SLO

資 産 等 の 状 況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口
'

虹

イ 建 物 口 必

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 匠

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 函

預金(普 通預金及 び当座預金を除 く。)又 は貯金(普 通貯オ
金 を除 く。)

口 虹

力 金 銭 信 託 口

、

虹

キ 有 価 証 券 口 暫

ク 出 資 に よ る 権 利 口 ㎡

ケ 貸付先 ごとの残高が100万 円を超 える貸付金 口 匠

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 直

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 口 立

シ 借 入 先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る借 入 金 口 面

※有無 について 団 して くだ さい。 (注)有 に団の場合 は 「項 目別 区分」 ごと(そ の18)が 必 要です。



(そ の20)

o
占
旦 誓 圭

目

o

添付書類(別 添のとおり)

画1

M2

領収書等の写し

監査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

嘔3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従 って作成 したものであって、真実に相違 ありません。

平成28年F月 Σ『r日

政治団体の名称 釈 躯t=よ 謂 拠 つきkXE,

会計責任者の氏名
畠 身ぐ 策 里 働

(↓代表者については、解散する年の収支報告書にのみ記載すること。)

代 表 者 の 氏 名 @

(注1)

(注2)

(注3)

会計責任者の氏名」欄は、記名 印又は署名 とし、署名は必ず会計責任者本人が 署 してください。
「代表者の氏名」欄 は、解散する場合に、解散する年の最後の収支報告書にのみ記載 して ください。
国会議員関係政治団体は、宣誓書(そ の20)に 記載 した 日付が政治資金監査報告書に記載 された日付 と同 日か後の日付になるよ う記載 してください。



政治資金監査報告書

平成28年5月1H

税理士による片山さつき後援会

代表 原田伸幸 殿

登録政治資雛 人嗣 彫 ⑳

登 録 番 号 第4282号

研修修了年月日 平成24年11月9日

'

1監 査 の概要

(1)私 は、政治資金規1E法(以 下、「法」とい う。)第 麹 条の13第1項 の規定に基づき、

税理 士に よる片 山さつき後援会(国 会議員関係政治団体名)の 平成27年 に係 る法第

12条 第1項 に規定す る収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収支報告書並

びに当該収支報告書に係 る会計帳鍛、明細表、領収書等、領収書等を徴 し難かった支

出の明細等ぐ振込明細書及び振込明細書 に係 る支繊 目的書(支 出の 目的が記載 され た

振込 瞬細書の写 しを含む。以下同 じ。)にっいて、支出に関する政治資金監査を行 った。

(2>こ の政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定める ところにより政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査 に関す る具体的な振針」(以下 「政治資金監査 マニュ

アル」 とい う。)に 基づき行った。

(3)私 の責任は、外部性 を有す る第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者 の

作成又は徴取 した収支報管書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書

等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係 る支出 目

的書 について、政治資金監査マニ ュアル に基づき政治資金監査 を行った結果を報告す

ることにあるe

(4)こ の政治資金監査は、税理士による片 山さつき後援会の主たる事務所において行 っ

た。



蓼僅

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査 の結果は、以下のとお りである。

(1)法 第 王9条の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、明細書、領収書等、

領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係 る支出 自的書

が保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2項 に規定す る事項について、会計帳簿には、当該 国会議

員 關係政治団体に係 るその年にお ける支出の状況が記載 され、かつ、当該国会議員関
臨

孫政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備 えていた。

(3>法 第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項 について、法第12条 第1項 に規定す る

収支報告書は、会計優簿 、明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難かった支出の明細書、

振込明細書及び振込明細書 に係 る支出 目的書に基づいて支 出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第 荏号に規定す る事項について、領収書等を徴 し難かった支

出の明細書及び振込明細書 に係 る支出 目的書は、存在 しなかった。

3業 務制限

税理士による片山さっ き後援会 と私 との問には、法第19条 の13第5項 の規定 に違反

する事実はない。

また、税理士による片山さつ き後援会 と政治 資金監査の業 務を補助 した使用人その他の

従業員 との間において も、潮様である。

以 上


